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経営比較分析表（令和6年度決算）
愛知県半田市　半田市雁宿駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設 無 9,388 ■

無 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
当該駐車場単体では黒字。令和3年度より算出方法
を見直し、収益に含めていた一般会計繰入金を外し
た。
前年度と比較して駐車台数増などに伴う総収益は増
加したが、施設維持に係る支出の増などに伴う総費
用が増加したことで、①収益的収支比率、④売上高
ＧＯＰ比率、及び⑤ＥＢＩＴＤＡは減少。令和5年
度までは、他会計繰入金は知多半田駅前再開発ビル
へ充当しているため、雁宿駐車場に他会計補助金
（一般会計繰入金）は充てられていないが、上記と
同じ理由により②他会計補助金比率及び③駐車台数
一台当たりの他会計補助金額は増加した。

※当該駐車場は知多半田駅前再開発ビル駐車場と同
一会計で運営している。

R02 R03

該当数値なし 都市計画駐車場 立体式 33 263 210

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

16.7 18.3 20.5 2. 資産等の状況について当該値 6.5 12.5159.7 100.0 当該値 93.2 0.0

平均値 166.4 177.9 183.3 186.3 194.5

0.0 0.0 33.6当該値 149.9 143.4 126.2

R04

供用開始から33年が経過し、施設の老朽化が進む
中、故障に対応する修繕や設備更新は不可欠であ
る。そのため、設備投資額は前年度と同規模を見込
んでいるが、今後の設備点検次第では増額となる可
能性がある。
地方公営企業法を適用していないため、⑥有形固定
資産減価償却率および⑨累積欠損金比率について
は、「該当数値なし」となる。

3. 利用の状況について
駐車可能台数263台に対して、定期利用が約190台を
占めており、稼働率は平均値よりも低い。新型コロ
ナウイルス感染症の影響を受けた令和2年度からの
回復が進んでおり、隣接する福祉文化会館のイベン
ト参加人数や頻度も新型コロナウイルス感染症の影
響を受ける前の規模に戻りつつある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 140.3 147.3 162.9 161.7 166.4平均値 9.9 5.1 5.6 7.6 6.5

R05R05 R06 R02 R03 R04

5,221 3,917 7,584 △11,035△50.8 当該値 △11,272

R06

平均値 260 15,564 28 23 37

30.3 20.7 37.4当該値 3,915 0 0 0 560 当該値 △76.1

平均値 13,494 17,746 17,293 18,662 18,024平均値 △15.8 5.0 18.4 6.9 12.2

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
これまで当該駐車場単体では、大きな改修工事が行
われた年度を除いて、一般会計からの繰入金に頼る
ことのない経営を継続してきた。前年度と比較し
て、令和6年度は駐車場の利用増を図ることができ
たものの、施設維持に係る支出が増加したことで複
数の項目で数値を下げる結果となった。

経営戦略は令和2年度に策定済み（令和7年度に改定
予定）。

479,301

⑧設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R06

127,300

R02 R03 R04 R05

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

93.0 141.1 333.3 368.1    平均値 69.3
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①収益的収支比率(％)
【1,604.7】
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93.0 141.1 333.3 368.1    平均値 69.3

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
大規模修繕積立金の負担が大きく黒字化は難しい。
また、令和6年度収益は新型コロナウイルス感染症
の影響を受ける前の水準で推移している。定期契約
の台数もほぼ上限に達している中で大幅な収入増は
容易でない。引き続き、ビル管理会社との連携を通
して収入の増加に繋げたい。

経営戦略は令和2年度に策定済み（令和7年度に改定
予定）。

639,203

⑧設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R06

3,000

R02 R03 R04 R05

当該値  

平均値 13,494 17,746 17,293 18,662 18,024平均値 △15.8 5.0 18.4 6.9 12.2平均値 260 15,564 28 23 37

△91.2 △48.8 △37.3当該値 0 98 57 0 97 当該値 △31.8

R05 R06 R02 R03 R04

△7,178 △18,534 △15,933 △14,868△32.7 当該値 △20,899

R06R04

供用開始から約19年が経過しており、施設の経年劣
化に対しては指定管理者による部分的な修繕にて対
応。その他では、精算機の高額紙幣対応及びIC交通
系カード導入、稼働率が低い区画への定期駐車導入
等の利用増に向けた取り組みを過年度に実施してい
る。
地方公営企業法を適用していないため、⑥有形固定
資産減価償却率、⑨累積欠損比率は「該当数値な
し」。

3. 利用の状況について
駅前という立地条件から、⑪稼働率は平均値より高
くなっている。新型コロナウイルス感染症の影響を
受けていた令和2年度以降は回復傾向にあり、令和6
年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前
の水準に近づいた。また、令和3年度から定期駐車
を導入した結果、現在は上限台数40台に対し、概ね
38台程度で推移しており、ほぼ満車の状態が継続し
ている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 140.3 147.3 162.9 161.7 166.4平均値 9.9 5.1 5.6 7.6 6.5

R05

平均値 166.4 177.9 183.3 186.3 194.5

25.9 16.8 28.2当該値 56.2 115.2 93.1

R05 R06 R02 R03 R04

288.1 316.3 305.6 2. 資産等の状況について当該値 255.0 275.091.3 103.6 当該値 0.0 28.1

利用料金制 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
所在ビルのテナントとして面積に応じた大規模修繕
積立金（19,144千円）を支出しており、それを主要
因に当該駐車場単体では一般会計繰入金を除くと赤
字。令和6年度の料金（普通駐車）収入は令和5年度
の水準と同程度で推移している。それに対し、支出
は減少（令和5年度は精算機新500円硬貨対応修繕を
実施、令和6年5月で事前精算機リース終了）したた
め、①収益的収支比率、②他会計補助金比率、③駐
車場台数一台当たりの他会計補助金額は増加した。
それに伴い、④売上高GOP比率、⑤ＥＢＩＴＤＡも
上昇した。

※当該駐車場は雁宿駐車場と同一会計で運営してい
る

R02 R03

該当数値なし その他駐車場 立体式 18 160 220

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04

当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設 無 5,248 ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
愛知県半田市　知多半田駅前再開発ビル駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
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様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）


